
の
よ
う
な
行
政
の
シ
ス
テ
ム
を
も
っ
て
処
理
し

て
い
る
と
お
の
ず
か
ら
限
界
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
、
①
生
デ
ー
タ
は
、
マ
イ
ク
ロ
化

し
、
さ
ら
に
Ｃ
Ｏ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
（
C
o
m
p
u
t
e
r

O
u
t
p
u
t
　
M
i
c
r
o
f
i
l
m
）
利
用
に
よ
る
フ
ァ
イ

リ
ン
グ
及
び
プ
リ
ゼ
ソ
テ
ー
シ
＝
ソ
の
シ
ス

テ
ム
化
を
は
か
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
（
注
・

Ｃ
Ｏ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
と
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
か

ら
の
デ
ー
タ
を
紙
と
い
う
媒
体
を
通
さ
ず
直
接

に
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
写
す
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
）
。
②
基
本
的
な
デ
ー
タ
は
、
客
観
的
な
基

準
に
お
い
て
、
で
き
る
だ
け
要
約
化
を
は
か
る

必
要
が
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
イ
ラ
ス
ト
化
、
カ

ラ
ー
化
と
い
う
ア
ー
ト
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
的
な
表

章
も
一
つ
の
方
法
で
あ
ろ
う
。
と
り
わ
け
、
地

区
に
お
け
る
都
市
情
報
の
公
開
に
あ
た
っ
て

は
、
地
区
情
報
を
読
み
、
そ
の
現
況
が
容
易
に

認
識
で
き
る
も
の
と
す
る
た
め
、
地
図
化
す
る

こ
と
が
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
い
え
る
。

　
第
二
に
、
収
集
さ
れ
た
地
区
情
報
の
公
開
方

法
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
情
報
の
公
開

は
、
市
民
自
治
の
原
点
で
あ
り
、
情
報
の
公
開

な
く
し
て
は
、
参
加
も
成
立
し
な
い
と
い
わ
れ

る
。
都
市
の
科
学
的
な
資
料
を
分
析
し
、
地
区

で
総
合
化
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
べ
る
地

区
の
計
画
の
ス
タ
ー
ト
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も

の
な
の
で
あ
る
。

　
情
報
の
公
開
の
基
準
と
し
て
は
、
す
で
に
い

わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
個
人
の
権
利
、
秘
密
に

開
す
る
も
の
以
外
の
全
て
が
、
公
開
の
対
象
と

な
り
う
る
と
考
え
て
も
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま

で
の
行
政
の
計
画
に
必
要
な
情
報
は
、
市
民
に

は
消
極
的
に
、
部
分
的
に
し
か
提
供
さ
れ
な
い

場
合
が
多
か
っ
た
と
い
え
る
。
そ
の
理
由
は
、

こ
の
提
供
の
基
準
の
判
断
を
行
政
が
個
々
に
し

て
い
た
た
め
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
こ
で
都
市

情
報
公
開
の
客
観
的
な
判
断
基
準
は
、
基
本
的

に
は
、
市
民
を
ま
じ
え
て
定
め
ら
れ
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
第
三
に
、
情
報
公
開
と
の
積
極
的
な
取
り
組

み
の
た
め
に
は
、
市
民
に
都
市
情
報
を
提
供
す

る
場
の
整
備
で
あ
る
。
ま
ず
市
庁
舎
、
区
、
地

③
土
地
の
確
保
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

区
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
に
お
い
て
、
こ
う
し
た

情
報
が
い
つ
で
も
手
に
入
る
た
め
の
都
市
情
報

コ
ー
ナ
ー
の
拡
充
が
必
要
で
あ
る
。

　
市
、
区
、
統
計
区
、
町
丁
区
域
を
も
っ
て
集

成
さ
れ
た
都
市
情
報
は
、
市
民
及
び
行
政
サ
イ

ド
の
印
刷
物
又
は
地
図
と
し
て
、
こ
の
総
合
的

な
情
報
セ
ン
タ
ー
で
、
無
料
、
あ
る
い
は
、
有

料
頒
布
し
、
市
民
に
恒
常
的
に
、
提
供
で
き
る

体
制
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

地
区
シ
ビ
ル
ミ
ニ
マ
ム
の

確
立
を

　
地
区
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
主
休
は
、
市

民
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
い
ま
ま
で
述
べ

た
よ
う
な
観
点
か
ら
、
地
区
単
位
に
総
合
化
さ

れ
た
都
市
情
報
を
も
と
に
は
じ
め
て
可
能
に
な

る
。

　
市
民
が
地
区
に
お
け
る
都
市
情
報
を
知
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
地
区
の
実
態
、
問
題
点
、
矛
盾

点
を
認
識
し
、
ま
た
発
見
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
行
政
は

ま
ず
地
区
に
お
け
る
都
市
情
報
を
収
集
し
、
公

開
す
る
役
割
を
果
た
す
だ
け
で
な
ぐ
、
現
在
各

地
区
に
お
け
る
生
活
環
境
等
は
、
ど
の
よ
う
な

状
態
に
あ
る
か
と
い
う
、
地
区
情
報
の
分
析
結

果
を
ま
ず
市
民
に
公
開
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
し
て
市
民
と
行
政
が
共
同
し
て
ま
ち
を
つ

く
る
と
い
う
共
通
の
基
盤
に
立
脚
し
て
、
市
民

相
互
、
市
民
と
行
政
相
互
の
対
話
、
討
論
に
よ

り
意
見
を
調
整
し
、
重
要
事
項
の
選
択
を
す
す

め
、
地
区
シ
ビ
ル
ミ
ニ
マ
ム
を
作
り
あ
げ
る
こ

と
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
地
区
シ
ビ
ル
ミ
ニ
マ
ム
作
成
に
あ

だ
っ
て
の
行
政
の
対
応
セ
ク
シ
Ｅ
ソ
は
、
縦
割

の
市
長
部
局
で
は
な
く
、
地
区
に
お
い
て
、
市

民
と
最
も
緊
密
に
プ
レ
ー
が
可
能
な
区
役
所
が

中
枢
を
占
め
る
活
動
機
関
と
な
る
べ
き
も
の
で

あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
大
区
役
所

主
義
と
い
う
言
葉
は
と
も
か
く
、
今
後
の
極
め

て
重
要
な
市
政
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

一
―
は
じ
め
に

ニ
ー
横
浜
市
に
お
け
る
土
地
利
用
の
現
状

三
―
土
地
利
用
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
公
共
用
地
の
確
保

四
―
よ
り
よ
い
生
活
環
境
の
確
保
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は
じ
め
に

　
土
地
は
、
適
正
に
利
用
し
、
市
民
全
体
の
た

め
の
土
地
を
確
保
し
よ
う
。

　
こ
れ
は
、
「
横
浜
市
基
本
構
想
」
で
述
べ
ら

れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
土
地
は
市
民
生
活

及
び
市
民
活
動
の
基
盤
と
し
て
、
ま
た
、
市
民

共
通
の
財
産
と
し
て
、
市
民
全
休
の
た
め
に
で

き
る
だ
け
確
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
都
市
の
快
適
性
は
、
道
路
、
下
水
道
、
公

園
、
学
校
等
の
基
幹
的
都
市
施
設
の
整
備
水
準

に
よ
り
、
ま
ず
、
比
較
さ
れ
る
が
、
さ
ら
に
、

地
域
ご
と
の
日
常
生
活
に
密
着
し
た
地
域
施
設

に
つ
い
て
も
、
重
要
な
役
割
を
も
っ
て
き
て
お

り
、
こ
れ
ら
は
、
基
幹
的
都
市
施
設
の
整
備

が
、
都
市
の
外
形
的
な
も
の
と
し
て
と
ら
え
ら

れ
る
の
に
対
し
、
内
面
に
お
け
る
充
実
さ
の
バ

ロ
メ
ー
タ
ー
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
都
市
形
成

に
不
可
欠
の
も
の
と
い
え
よ
う
。

　
こ
こ
で
は
、
昭
和
三
十
年
代
か
ら
、
開
発
の

波
に
も
ま
れ
、
住
み
よ
い
街
と
は
い
い
得
な
い

わ
が
街
「
ヨ
コ
ハ
マ
」
を
、
市
民
と
行
政
が
一

体
と
な
っ
て
、
だ
れ
で
も
住
み
た
く
な
る
街
と

す
る
た
め
に
、
地
区
カ
ル
テ
を
作
り
、
さ
ら
に

地
区
計
画
へ
と
進
め
て
い
く
た
め
の
試
金
石
と

し
て
、
土
地
の
確
保
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
。

横
浜
市
に
お
け
る
土
地
利
用
の

現
状

①
―
土
地
利
用
の
実
態

　
本
市
は
、
昭
和
五
十
三
年
一
月
現
在
、
二
七

〇
万
人
の
人
口
を
擁
す
る
わ
が
国
第
三
の
大
都

市
で
あ
る
が
、
現
実
は
、
人
口
急
増
都
市
の
サ

ン
プ
ル
と
し
て
、
学
校
建
設
を
は
じ
め
種
々
の

急
増
対
策
に
日
夜
追
わ
れ
て
、
計
画
的
都
市
整

備
と
は
か
け
は
な
れ
た
あ
と
追
い
整
備
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
よ
り
よ
い
都
市
づ
く
り

と
市
民
の
生
活
環
境
を
守
る
た
め
に
、
線
引
き

制
度
を
最
大
限
に
利
用
し
た
市
街
化
調
整
区
域

の
確
保
等
法
制
度
の
活
用
、
宅
地
開
発
要
綱
に

よ
る
適
切
な
開
発
規
制
・
誘
導
及
び
適
正
な
開

発
負
担
の
指
導
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
開
発
抑

制
と
公
共
用
地
の
確
保
に
努
め
て
き
た
。
さ
ら

に
、
都
市
に
お
け
る
緑
と
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
を
は
か
る
た
め
、
緑
化
対
策
事
業
基
本

要
綱
等
に
よ
り
、
自
然
山
林
、
市
民
の
森
そ
の

他
の
緑
地
保
全
対
策
及
び
農
地
の
保
全
・
育
成

を
行
っ
て
き
た
。

　
本
市
の
面
積
は
、
現
在
、
四
二
、
五
七
三
h
a

で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
市
街
化
調
整
区
域
は
、

一
〇
、
六
一
八
h
a
で
、
全
市
域
の
四
分
の
一
に

な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
用
途
地
域
に
つ
い
て
は
、
指
定
面
積

三
一
、
八
三
五
h
a
の
う
ち
、
四
五
％
に
相
当
ず

る
一
四
、
四
三
八
h
a
を
、
住
環
境
確
保
の
た
め

第
一
種
住
居
専
用
地
域
と
し
て
い
る
。
し
か
し

土
地
利
用
の
実
態
は
、
必
ず
し
も
こ
の
よ
う
な

趣
旨
に
沿
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
最
近
、

問
題
と
な
っ
て
い
る
ミ
ニ
開
発
に
よ
る
過
小
宅

地
の
出
現
や
（
本
市
の
場
合
、
宅
地
の
規
模
は

一
五
〇
㎡
以
上
と
し
て
開
発
指
導
し
て
い
る
）
、

開
発
不
可
能
な
市
街
化
調
整
区
域
内
の
山
林
等

の
現
状
有
姿
分
譲
（
区
画
形
質
の
現
状
を
変
え

な
い
）
等
は
、
将
来
の
適
正
な
土
地
利
用
を
阻

害
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
よ
り
よ
い
都
市
づ
く

り
に
著
し
い
支
障
を
も
た
ら
す
も
の
と
思
わ
れ

る
。

　
昭
和
五
十
二
年
一
月
現
在
の
地
目
別
土
地
利

用
状
況
（
固
定
資
産
税
評
価
対
象
地
二
九
、
五

九
〇
h
a
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
り
、
以
下
、
地

目
別
土
地
利
用
状
況
の
数
量
は
、
す
べ
て
評
価

対
象
地
に
よ
る
）
は
、
図
―
１
の
と
お
り
で
あ

る
が
、
市
街
化
区
域
に
お
い
て
は
、
す
で
に
、

六
四
％
に
相
当
す
る
一
四
、
〇
五
四
h
a
が
、
宅

図―１　地目別土地利用状況図一２　地目別土地利用状況の推移
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地
と
し
て
利
川
さ
れ
、
市
街
化
区
域
内
に
残
さ

れ
て
い
る
絲
は
、
農
地
と
山
林
を
あ
わ
せ
て

も
、
六
、
〇
九
七
h
a
（
二
八
％
）
と
宅
地
の
半

分
以
下
に
な
っ
て
い
る
。

　
こ
こ
二
十
年
間
の
地
目
別
土
地
利
用
状
況
は

図
―
一
の
と
お
り
で
あ
る
が
、
宅
地
の
増
加
に

対
し
、
農
地
や
山
林
等
の
減
少
が
著
し
い
の
が

わ
か
る
。

②
―
宅
地
化
と
緑
・
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
減

　
　
少

　
昭
和
三
十
二
年
当
時
、
本
市
の
人
口
は
、
一

二
一
万
人
と
、
現
在
の
半
分
以
下
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
土
地
利
用
状
況
も
、
農
地
や
山
林
が

八
〇
％
を
占
め
、
宅
地
は
二
〇
％
に
も
満
た
な

い
状
況
で
あ
り
、
周
辺
部
は
緑
豊
か
な
丘
陵
が

続
い
て
い
た
。

図一３　宅地面積及び人口の増加

　
そ
の
後
、
人
口
の
増
加
が
著
し
く
、
こ
の
二

十
年
間
で
一
四
八
万
人
も
増
加
し
、
多
く
の
開

題
を
発
生
さ
せ
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

人
口
増
に
比
例
し
て
、
宅
地
化
の
波
が
急
テ
ン

ポ
で
押
し
よ
せ
、
五
十
二
年
一
月
に
は
、
宅
地

面
積
は
一
五
、
二
二
〇
h
a
に
達
し
た
。
こ
れ
は

三
十
二
年
の
五
、
七
四
五
h
a
に
対
し
て
、
二
・

六
五
倍
で
あ
り
、
こ
の
二
十
年
間
の
宅
地
化
の

凄
ま
じ
さ
を
物
語
っ
て
い
る
（
図
―
三
）
。

　
こ
の
よ
う
な
宅
地
の
増
加
に
伴
い
、
農
地
平

山
林
は
半
分
近
く
減
っ
て
し
ま
い
、
緑
豊
か
な

丘
陵
は
住
宅
団
地
に
一
変
し
て
し
ま
っ
た
。
と

く
に
、
昭
和
四
十
二
年
か
ら
四
十
七
年
の
五
年

間
に
は
、
農
地
と
山
林
は
五
、
二
〇
〇
h
a
余
り

減
っ
て
お
り
、
こ
の
大
半
が
宅
地
へ
の
利
用
転

換
で
あ
っ
た
。

　
農
地
は
、
昭
和
三
十
二
年
に
は
、
二
一
、
八

七
二
h
a
で
、
全
休
の
四
二
・
九
％
を
占
め
て
い

た
が
、
五
十
二
年
に
は
、
わ
ず
か
六
、
二
〇
二

h
a
に
減
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
山
林
も
同
様

に
、
一
〇
、
八
七
三
h
a
あ
っ
た
も
の
が
、
五
、

七
四
一
h
a
と
半
分
近
く
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

土
地
利
用
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と

公
共
用
地
の
確
保

①
―
緑
と
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

(
ア
)
緑
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

　
都
市
計
画
中
央
審
議
会
の
答
申
に
基
づ
い
て

昭
和
五
十
二
年
四
月
に
「
緑
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ソ
策
定
要
綱
」
が
定
め
ら
れ
た
。
こ
の
緑
の
マ

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
対
象
と
な
る
緑
地
は
、
公
共

緑
地
（
公
園
・
緑
地
・
広
場
等
）
と
そ
の
他
の

緑
地
（
緑
地
と
し
て
の
永
続
性
を
有
す
る
も

の
）
に
大
別
さ
れ
て
い
る
。

　
策
定
要
綱
に
お
い
て
は
、
緑
地
の
確
保
目
標

水
準
及
び
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
実
現
の
中
核
と
な

る
都
市
公
園
等
施
設
と
し
て
整
備
す
べ
き
緑
地

の
量
に
つ
い
て
、
緑
地
は
、
市
街
化
区
域
面
積

に
対
し
て
お
お
む
ね
三
〇
％
以
上
、
都
市
公
園

等
と
し
て
の
緑
地
は
。
市
民
一
人
当
り
。
お
お
む

ね
二
〇
㎡
を
標
準
と
し
、
住
区
基
幹
公
園
（
児

童
・
近
隣
・
地
区
公
園
）
は
、
市
民
一
人
当
り

四
㎡
以
上
、
都
市
基
幹
公
園
（
総
合
・
運
動
公

園
）
は
、
約
二
・
五
㎡
以
上
確
保
す
る
と
と
も

に
、
風
致
公
園
、
緩
衝
緑
地
等
も
、
適
宜
、
計

画
す
る
よ
う
整
備
目
標
水
準
を
定
め
る
も
の
と

し
て
い
る
。

　
こ
の
目
標
水
準
に
よ
り
、
本
市
に
お
け
る
必

要
量
を
試
算
し
て
み
る
と
、
緑
地
と
し
て
の
確

保
量
は
約
九
、
五
〇
〇
h
a
と
な
る
。
ま
た
、
都

市
公
園
等
の
緑
地
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十
年

の
人
口
を
三
一
五
万
人
と
し
た
場
合
、
六
、
三

〇
〇
h
a
と
い
う
ぼ
う
大
な
量
を
必
要
と
す
る
こ

と
に
な
る
。

(
イ
)
総
合
計
画
及
び
新
五
ヵ
年
指
標

　
昭
和
四
十
八
年
十
二
月
に
策
定
し
た
「
横
浜

市
総
合
計
画
」
に
お
い
て
は
、
緑
の
環
境
を
ま

も
り
育
て
る
た
め
、
都
市
農
業
の
孤
立
、
緑
の

保
全
と
緑
化
対
策
、
都
市
公
園
そ
の
他
施
設
緑

地
の
建
設
を
三
本
の
柱
と
し
て
い
る
。

　
昭
和
五
十
二
年
六
月
に
は
、
昭
和
四
十
八
年

度
を
初
年
度
と
す
る
旧
五
ヵ
年
指
標
（
四
十
八

～
五
十
二
年
度
）
に
続
く
も
の
と
し
て
、
新
五
ヵ

年
指
標
（
五
十
二
～
五
十
六
年
度
）
が
策
定
さ

れ
た
。

　
総
合
計
画
等
に
よ
る
公
園
の
整
備
目
標
、
緑

地
保
全
の
指
定
目
標
等
は
表
―
一
の
と
お
り
で

あ
る
が
、
旧
五
ヵ
年
指
標
に
対
し
て
、
緑
地
保

存
事
業
を
除
き
、
い
ず
れ
も
目
標
数
値
を
下
廻

っ
た
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
石
油
シ

ョ
ッ
ク
以
来
の
経
済
不
況
に
よ
る
財
政
状
況
の

悪
化
に
よ
る
も
の
と
い
え
る
が
、
こ
れ
に
加
え

て
。
本
市
に
与
え
ら
れ
て
い
る
財
源
が
、
極
め
て

表― 1　総合計画等による公園整備等の目標
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少
な
い
こ
と
に
も
一
因
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

②
―
土
地
利
用
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

(
ア
)
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
現
状

　
現
在
、
土
地
利
用
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
法

律
と
し
て
、
国
土
利
用
計
画
法
、
都
市
計
画

法
、
建
築
基
準
法
、
都
市
再
開
発
法
、
土
地
区

画
整
理
法
、
都
市
緑
地
法
、
首
都
圏
近
郊
緑
地

保
全
法
、
生
産
緑
地
法
、
農
地
法
、
森
林
法
等

が
制
定
さ
れ
て
い
る
が
、
権
限
、
財
源
、
タ
テ

割
制
度
、
画
一
的
基
準
等
の
点
で
問
題
が
あ

り
、
都
市
問
題
の
解
決
に
役
立
っ
て
い
な
い
も

の
が
多
い
。

　
本
市
は
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
開
発
規

制
と
緑
と
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
の
た
め

現
行
法
制
度
を
最
大
限
に
活
用
す
る
と
と
も
に

そ
の
不
備
を
補
う
べ
く
要
綱
等
の
制
定
を
は
じ

め
と
す
る
独
自
の
施
策
を
講
じ
て
き
て
い
る
。

①
線
引
き
（
開
発
抑
制
と
都
市
農
業
の
育
成
の

た
め
市
街
化
調
整
区
域
を
広
く
指
定
）

②
新
用
途
地
域
（
人
口
抑
制
の
た
め
第
一
種
住

居
専
用
地
域
を
広
く
指
定
、
住
居
容
積
率
の
制

限
と
高
度
地
区
等
の
指
定
）

③
宅
地
開
発
要
綱
（
人
口
抑
制
の
た
め
の
開
発

規
制
と
開
発
事
業
者
の
負
担
原
則
）

④
市
街
地
環
境
設
計
制
度
（
都
市
空
間
の
創
造

の
た
め
の
形
態
制
限
の
緩
和
基
準
）

⑤
マ
ン
シ
ョ
ン
等
集
合
住
宅
建
設
に
か
か
る
指

導
方
針
（
計
画
的
な
学
童
収
容
を
図
る
た
め
の

学
童
収
容
不
可
能
学
区
内
で
の
建
設
戸
数
制

限
）

⑥
日
照
等
指
導
要
綱
（
住
環
境
の
保
全
の
た
め

の
日
照
基
準
等
の
設
定
と
紛
争
調
停
）

⑦
山
手
地
区
景
観
風
致
保
全
要
綱
（
港
の
眺
望

の
確
保
と
歴
史
的
異
国
風
の
景
観
保
全
）

⑧
専
業
専
用
地
区
設
定
要
綱
（
市
街
化
調
整
区

城
内
の
営
農
意
欲
強
固
な
良
農
地
区
を
指
定
し

市
の
全
額
補
助
で
基
盤
整
備
）

⑨
農
業
緑
地
の
保
全
に
関
す
る
要
綱
（
市
街
化

区
域
内
農
地
の
宅
地
並
課
税
に
よ
り
宅
地
化
す

る
農
地
を
守
る
た
め
の
奨
励
金
の
交
付
）

⑩
緑
地
保
存
特
別
対
策
事
業
実
施
要
綱

(
A
)
緑
地
保
存
地
区
指
定
事
（
市
街
化
区
域
内

の
民
有
山
林
を
保
存
す
る
た
め
の
奨
励
金
の
交

付
）

(
B
)
市
民
の
森
設
置
事
業
（
市
民
の
憩
い
の
場
と

な
る
民
有
山
林
を
保
存
す
る
た
め
の
奨
励
金
交

付
）

⑪
広
場
設
置
要
綱
(
未
利
用
の
民
有
地
等
を
借

り
上
げ
、
幼
児
や
少
年
を
対
象
と
す
る
広
場
設

置
）

(
イ
)
問
題
点
と
今
後
の
対
応
策

　
本
市
は
前
項
で
列
記
し
た
よ
う
な
独
自
な
諸

手
段
を
使
い
、
土
地
利
用
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に

努
め
た
結
果
、
一
定
の
成
果
を
お
さ
め
て
い
る

が
、
そ
の
反
面
、
問
題
点
も
指
摘
さ
れ
て
お
り

次
の
よ
う
な
も
の
が
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し

て
考
え
ら
れ
る
。

①
市
街
化
区
域
内
に
お
い
て
緑
地
保
存
事
業
を

行
っ
て
い
る
が
、
契
約
期
限
が
切
れ
る
と
開
発

さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。
計
画
的
か
つ
永
続
的

に
確
保
す
る
手
法
と
し
て
、
例
え
ば
都
市
緑
地

保
全
法
に
定
め
る
緑
地
保
全
地
区
や
生
産
緑
地

法
に
定
め
る
生
産
緑
地
地
区
の
指
定
等
が
考
え

ら
れ
る
が
、
土
地
所
有
者
か
ら
の
買
取
り
請
求

に
応
じ
ら
れ
る
だ
け
の
財
源
が
不
足
し
て
い
る

た
め
、
効
果
的
な
運
用
が
で
き
な
い
で
い
る
。

そ
こ
で
今
後
は
、
国
に
対
し
財
源
の
拡
大
措
置

を
要
望
す
る
と
と
も
に
、
保
存
す
べ
き
貴
重
な

山
林
等
の
〝
一
坪
土
地
所
有
運
動
″
を
市
民
団

休
等
の
協
力
を
求
め
な
が
ら
進
め
た
り
、
第
三

セ
ク
タ
ー
等
に
よ
る
緑
の
基
金
を
設
け
る
こ
と

な
ど
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

②
こ
れ
ら
の
手
法
に
あ
わ
せ
、
良
好
な
農
業
緑

地
や
山
林
等
を
市
街
化
区
域
か
ら
市
街
化
調
整

区
域
へ
可
能
な
限
り
編
入
す
る
こ
と
も
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

③
「
緑
の
環
境
を
つ
く
り
育
て
る
条
例
」
に
定

め
る
緑
化
基
準
に
つ
い
て
、
開
発
抑
制
に
よ
り

効
果
的
に
機
能
す
る
厳
し
い
も
の
に
改
正
す
る

こ
と
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

④
都
市
計
画
法
の
開
発
許
可
対
象
面
積
が
現
行

で
は
１
０
０
０
㎡
以
上
の
た
め
、
い
わ
ゆ
る

「
ミ
ニ
開
発
」
を
助
長
し
、
住
環
境
を
悪
化
さ

せ
て
い
る
の
で
、
許
可
対
象
面
積
を
下
げ
る
等

の
何
ら
か
の
対
応
策
が
必
要
で
あ
る
。

⑤
将
来
の
地
区
イ
メ
ー
ジ
が
明
確
に
な
っ
て
い

な
い
た
め
、
開
発
許
可
申
請
に
対
す
る
許
可
の

積
み
重
ね
に
よ
っ
て
地
区
空
間
が
形
成
さ
れ
て

い
る
き
ら
い
が
あ
る
の
で
、
地
区
計
画
の
よ
う

な
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
た
て
、
そ
れ
に
基
ず
く

誘
導
を
す
る
こ
と
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑥
一
件
の
宅
地
開
発
規
模
が
小
さ
い
も
の
が
多

い
の
で
、
宅
地
開
発
要
綱
に
よ
っ
て
取
得
で
き

る
公
益
用
地
の
規
模
は
、
五
○
○
が
前
後
の
も

の
が
過
半
で
あ
り
、
都
市
施
設
用
地
と
し
て
は

狭
い
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
開
発
区

域
周
辺
地
区
の
必
要
都
市
施
設
を
検
討
し
、
そ

れ
に
見
合
っ
た
面
積
の
用
地
を
、
開
発
区
域
外

を
含
め
、
適
正
な
位
置
に
確
保
さ
せ
る
こ
と
を

積
極
的
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　
現
在
の
無
秩
序
な
土
地
利
用
に
よ
る
環
境
の

悪
化
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
土
地
に

対
す
る
認
識
を
変
え
さ
せ
る
こ
と
（
私
↓
公

〈
共
有
観
念
〉
）
が
、
何
よ
り
も
必
要
で
あ
る
。

ま
た
、
国
が
タ
テ
割
的
に
一
貫
性
と
体
系
性
に

乏
し
い
個
別
の
法
律
で
、
個
々
に
規
制
す
る
の

で
は
な
く
、
自
治
体
に
、
自
主
的
な
立
場
で
総

合
的
視
野
か
ら
整
備
で
き
る
検
限
と
財
源
を
与

え
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
の
点
を
今
後
と
も
国
に

強
く
働
き
か
け
る
必
要
が
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
主
体
性
の
確
立
の
も
と
に
土
地
利

用
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
手
法
を
、
市
民
の
参

加
を
得
て
開
拓
し
、
そ
の
適
切
か
つ
有
機
的
な

組
み
合
せ
に
よ
っ
て
、
良
好
な
生
活
環
境
の
整

備
に
努
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

③
―
公
共
用
地
の
確
保

(
ア
)
総
合
計
画
に
よ
る
各
種
公
共
用
地

　
総
合
計
画
は
市
民
に
よ
る
新
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
に
、
昭
和
六
十
年
を
目
標
年
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次
と
し
た
長
期
目
標
を
掲
げ
、
各
計
画
・
事
業

の
達
成
目
標
ま
た
は
そ
の
方
向
性
を
示
し
て
い

る
。
こ
の
中
で
、
公
共
用
地
の
確
保
は
、
都
市

環
境
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
諸
事
業
を
遂
行
す

る
に
あ
た
っ
て
の
、
最
大
の
難
関
で
あ
る
と
し

て
い
る
が
、
公
共
用
地
の
確
保
が
ス
ム
ー
ズ
に

で
き
る
か
否
か
で
、
事
業
の
進
捗
が
大
き
く
左

右
さ
れ
る
事
例
は
数
多
く
見
ら
れ
る
。

　
総
合
計
画
に
お
い
て
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
学
校
、
公
園
、
道
路
、
福
祉
施
設
そ
の
他

の
公
共
施
設
の
整
備
を
行
う
た
め
に
必
要
な
土

地
は
二
、
五
〇
〇
h
a
と
い
う
ぼ
う
大
な
数
量
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
二
、
五
〇
〇
h
a
の
う
ち
、

最
も
多
く
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
公
園
の

図一４　公共用地概算必要量九
四
〇
h
a
で
、
つ
い
で
学
校
の
四
〇
〇
h
a
、
道

路
の
二
七
〇
h
a
等
と
な
っ
て
い
る
（
図
―
四
）
。

(
イ
)
公
共
用
地
確
保
の
実
態

　
総
合
計
画
に
お
け
る
各
種
事
業
の
計
画
的
か

つ
円
滑
な
実
施
を
は
か
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、

こ
れ
ら
に
要
す
る
公
共
用
地
を
ど
の
よ
う
に
確

保
す
る
か
が
、
重
要
な
鍵
と
な
っ
て
い
る
が
、

現
実
に
は
、
次
の
よ
う
な
問
題
が
あ
り
、
事
業

進
捗
に
支
障
を
き
た
す
場
合
が
あ
る
。

①
学
校
等
の
施
設
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め

都
市
計
画
決
定
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
が

当
該
対
象
地
域
に
お
け
る
将
来
人
口
の
予
測
、

土
地
利
用
計
画
等
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
段

階
で
は
計
画
が
た
て
に
く
い
。

②
都
市
計
画
決
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
の

公
共
用
地
と
し
て
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
が

こ
れ
に
よ
り
当
該
地
の
土
地
利
用
が
制
限
さ
れ

る
た
め
、
土
地
所
有
者
か
ら
買
取
り
要
望
が
な

さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、
長
期

間
に
わ
た
っ
て
整
備
す
べ
き
こ
れ
ら
の
都
市
施

設
用
地
を
、
す
べ
て
要
望
に
応
じ
て
買
取
る
こ

と
は
、
財
政
能
力
か
ら
み
て
不
可
能
で
あ
る
。

③
道
路
・
河
川
等
の
特
定
施
設
を
除
き
、
学
校

を
は
じ
め
と
す
る
ほ
と
ん
ど
の
施
設
用
地
に
つ

い
て
は
、
都
市
計
画
決
定
の
手
法
を
使
わ
ず
取

得
し
て
い
る
が
、
そ
の
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、

土
地
所
有
者
の
売
却
意
思
が
大
き
な
要
素
と
な

る
た
め
、
必
ず
し
も
都
市
計
画
上
は
適
地
と
い

い
が
た
い
も
の
も
あ
る
。

④
最
近
は
、
清
掃
工
場
等
の
嫌
悪
施
設
に
限
ら

ず
、
公
共
用
地
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
計
画
段

階
か
ら
、
地
城
住
民
と
の
調
整
が
必
要
と
な
っ

て
き
て
お
り
、
適
正
な
配
置
計
画
に
よ
る
用
地

選
定
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

⑤
土
地
所
有
者
と
の
任
意
交
渉
に
よ
る
取
得
に

あ
た
っ
て
、
土
地
の
稀
少
性
に
加
え
て
、
地
価

値
上
り
の
考
え
が
払
拭
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
取
得
価
格
に
つ
い
て
の
合
意
が
得
ら
れ
に

⑥
用
地
取
得
に
対
す
る
財
源
と
し
て
、
道
路
、

学
校
等
の
基
幹
的
都
市
施
設
に
つ
い
て
は
、
超

過
負
担
の
問
題
は
あ
る
も
の
の
、
一
応
、
国
庫

補
助
金
が
見
込
め
る
が
、
地
域
施
設
等
に
関
連

す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
起
債
等
に

よ
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
適
正
な
税
配
分
が
な

さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
本
市
の
財
政

は
硬
直
化
を
き
た
し
て
お
り
、
用
地
取
得
費
を

大
幅
に
増
額
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
と
思
わ

れ
る
。

(
ウ
)
公
共
用
地
の
先
行
取
得

図一５　公共用地の先行取得実績

　
公
共
用
地
の
先
行
取
得
は
、
わ
が
国
経
済
の

高
度
成
長
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
地
価
の
高

騰
に
対
し
て
、
経
済
的
な
面
か
ら
考
え
ら
れ
て

き
た
。
す
な
わ
ち
、
「
必
要
年
度
の
土
地
価

（
時
価
）
Ｖ
取
得
価
格
十
金
利
等
」
と
い
う
算

式
が
成
り
立
つ
限
り
、
意
義
が
あ
る
と
さ
れ
て

い
た
。
し
か
し
、
現
在
は
「
時
価
〈
取
得
価
格

十
金
利
等
」
と
い
う
い
わ
ゆ
る
逆
ザ
ヤ
現
象
を

起
し
て
お
り
、
経
済
性
の
面
か
ら
は
必
ず
し
も

得
策
と
は
い
い
え
な
く
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
先
行
取
得
は
、
事
業
の
計
画
的
か

つ
円
滑
な
実
施
に
と
っ
て
、
不
可
欠
な
場
合
も

あ
り
、
経
済
性
の
み
に
と
ら
わ
れ
ず
、
事
業
計

画
を
明
確
に
し
て
効
率
的
な
活
用
を
は
か
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。

　
本
市
に
お
い
て
は
、
先
行
取
得
に
対
処
す
る

た
め
昭
和
三
十
五
年
度
に
公
共
事
業
用
地
費
特

別
会
計
（
通
称
・
用
地
会
計
）
を
、
四
十
四
年

度
に
は
土
地
開
発
基
金
を
設
置
し
、
さ
ら
に
、

四
十
八
年
六
月
に
は
公
有
地
拡
大
推
進
法
に
基

づ
い
て
、
横
浜
市
土
地
開
発
公
社
を
設
立
し
、

民
間
資
金
の
導
入
に
よ
る
積
極
的
な
用
地
取
得

を
は
か
っ
て
き
た
。

　
こ
れ
ら
の
先
行
取
得
資
金
に
よ
る
取
得
実
績

は
図
―
五
の
と
お
り
で
あ
る
。

よ
り
よ
い
生
活
環
境
の
確
保

①
―
土
地
の
有
効
利
用

　
都
市
が
市
民
に
と
っ
て
住
み
よ
い
場
所
で
あ

38調査季報57―78.3

四

く

い

。



⑥
住
民
参
加
（
建
築
協
定
等
の
住
民
間
の
協
定
）

(
ウ
)
公
共
用
地
確
保
が
難
し
い
情
勢
で
の
対
応
策

　
地
区
計
画
に
お
け
る
地
域
施
設
は
、
こ
れ
ら

を
通
じ
て
健
全
な
近
隣
関
係
を
育
成
し
、
真
の

自
治
意
識
を
芽
生
え
さ
せ
る
場
と
も
考
え
ら
れ

る
の
で
、
と
く
に
、
利
便
性
及
び
安
全
性
等
に

対
す
る
配
慮
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

　
地
区
の
規
模
と
し
て
は
。
一
般
に
小
学
校
区

を
適
当
な
も
の
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域

の
中
心
と
し
て
、
小
学
校
を
ど
う
位
置
づ
け
る

か
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
思
わ
れ
る
。
子
供
か

ら
主
婦
そ
し
て
夫
へ
と
そ
の
輪
が
広
が
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
住
民
間
に
親
愛
感
が
生
ま
れ
、

こ
れ
を
も
と
に
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
話

し
合
う
き
っ
か
け
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
小
学

校
が
社
会
教
育
や
地
域
活
動
の
場
と
な
る
た
め

に
は
、
今
の
施
設
を
兼
用
し
た
り
、
複
合
化
す

る
こ
と
も
必
要
と
な
っ
て
こ
よ
う
。

　
市
街
地
の
狭
い
空
間
を
よ
り
効
果
的
に
確
保

す
る
こ
と
が
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
と

あ
わ
せ
て
大
切
な
こ
と
で
あ
る
が
、
公
共
用
地

の
確
保
が
難
し
い
現
状
を
考
慮
す
れ
ば
、
限
ら

れ
た
財
政
の
も
と
で
の
用
地
確
保
に
つ
い
て
、

も
う
一
工
夫
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

　
地
区
内
の
未
利
用
地
に
つ
い
て
は
、
地
区
計

画
の
策
定
ま
で
は
、
地
域
住
民
と
所
有
者
と
の

開
で
、
現
状
凍
結
あ
る
い
は
暫
定
利
用
ま
た
は

子
供
た
ち
の
遊
び
場
と
し
て
の
一
時
使
用
等
を

話
し
合
う
こ
と
に
よ
り
、
当
面
、
現
状
を
保
全

し
て
お
く
こ
と
が
必
要
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　
最
後
に
、
現
実
に
は
問
題
が
い
ろ
い
ろ
あ
る

と
思
わ
れ
る
が
、
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
用
地

取
得
の
た
め
の
市
民
債
の
発
行
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
。

　
こ
れ
は
、
市
民
が
全
額
引
受
け
る
こ
と
及
び

元
金
タ
ナ
上
げ
方
式
を
前
提
に
し
て
考
え
る
が

内
容
と
し
て
は
、
元
金
は
一
〇
年
据
置
き
、
一

括
償
還
と
し
、
金
利
は
他
の
市
債
並
み
と
し
て

市
が
負
担
す
る
。

　
そ
し
て
、
償
還
期
限
の
き
た
も
の
は
、
市
民

の
引
受
け
に
よ
る
借
替
え
債
を
発
行
し
、
こ
れ

に
よ
り
償
還
す
る
。
順
次
、
こ
れ
を
繰
返
す
こ

と
に
よ
り
、
将
来
に
わ
た
り
市
の
財
政
負
担
が

軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
実
現
に
は
、

市
民
の
連
帯
意
識
と
理
解
が
必
要
と
な
る
が
、

限
ら
れ
た
財
政
の
中
で
、
よ
り
よ
い
生
活
環
境

を
早
期
に
つ
く
り
だ
す
た
め
に
は
、
税
外
負
担

と
の
批
判
も
あ
ろ
う
が
、
市
全
休
と
し
て
、
あ

る
い
は
、
地
域
単
位
で
検
討
し
て
み
る
こ
と
は

ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

　
市
民
に
よ
る
市
民
債
の
引
受
け
は
、
一
方
的

に
課
税
さ
れ
る
税
金
と
は
こ
と
な
り
、
市
民
の

積
極
的
な
理
解
の
も
と
に
な
さ
れ
る
こ
と
で
あ

り
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
市
民
一
人
ひ
と
り
が

住
民
参
加
に
よ
る
街
づ
く
り
に
携
っ
て
い
る
と

の
実
感
を
も
つ
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ

れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
さ
ら
に
、
よ
り
効
果

的
な
手
法
が
市
民
の
創
意
と
工
夫
に
よ
り
、
考

え
ら
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
（
「
三
―
②
」
は
梅
谷
の
執
筆
に
よ
る
）
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る
た
め
に
は
、
限
ら
れ
た
土
地
を
市
民
共
通
の

財
産
と
し
て
、
所
有
者
の
恣
意
に
ま
か
せ
る
こ

と
な
く
、
市
民
み
ん
な
で
土
地
利
用
の
あ
り
方

を
考
え
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
し
か
し
、
現
実
に
は
、
開
発
の
波
が
日
々
。

押
し
よ
せ
て
き
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で
放
置
す

る
こ
と
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
横
浜
の
生
活
環

境
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
少
し
で

も
現
況
を
保
全
し
将
来
の
都
市
整
備
に
そ
な
え

る
た
め
、
当
面
の
施
策
と
し
て
次
の
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。

①
山
林
等
の
緑
と
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
保
全

に
つ
い
て
は
、
今
ま
で
各
種
の
手
法
を
用
い
て

か
な
り
の
成
果
を
あ
げ
て
き
た
が
、
さ
ら
に
、

保
全
措
置
に
あ
わ
せ
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
施
設
等
を

取
り
込
ん
で
、
積
極
的
に
利
用
す
る
こ
と
を
考

え
て
み
る
。

②
市
街
地
内
に
残
さ
れ
た
空
閑
地
に
つ
い
て
も

将
来
の
公
共
用
地
予
備
軍
と
し
て
、
未
利
用
の

ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と
が
、
現
時
点
に
お
け
る

有
効
利
用
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
不
必
要
な

利
用
促
進
を
指
導
し
な
い
。

③
当
面
買
取
り
が
で
き
な
い
土
地
に
つ
い
て

は
、
将
来
の
必
要
時
期
ま
で
、
当
該
地
を
暫
定

利
用
程
度
の
利
用
に
留
め
て
も
ら
う
こ
と
に
つ

い
て
。
土
地
所
有
者
と
協
定
等
を
結
ん
で
お
く
。

④
各
種
の
開
発
、
建
築
法
規
は
タ
テ
割
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
法
規
開
の
連
携
が
な
く
、
個
々

に
は
適
法
で
あ
っ
て
も
、
結
果
と
し
て
、
望
ま

し
く
な
い
土
地
利
用
と
な
る
場
合
（
ミ
ニ
開
発

に
よ
る
過
小
宅
地
や
開
発
許
可
内
容
に
適
合
し

な
い
宅
地
分
割
等
）
が
あ
る
の
で
、
総
合
的
視

野
に
た
っ
て
、
行
政
内
部
に
お
け
る
連
絡
・
調

整
を
行
う
こ
と
は
も
と
よ
り
、
あ
わ
せ
て
市
民

の
理
解
の
基
に
、
諸
法
規
を
運
用
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

②
―
地
区
計
画
実
現
へ
の
一
考
察

(
ア
)
周
辺
地
域
の
状
況
把
握
と
問
題
点
の
整
理

　
地
区
計
画
が
う
ま
く
策
定
で
き
る
か
ど
う
か

は
、
一
つ
に
は
、
現
状
の
把
握
が
十
分
に
な
さ

れ
て
い
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
地
域
の
土
地

利
用
の
現
況
や
都
市
施
設
の
整
備
状
況
を
も
と

に
、
地
域
住
民
の
意
向
、
要
望
を
ま
と
め
る
こ

と
が
、
ま
ず
第
一
の
仕
事
で
あ
る
。
そ
し
て
、

共
通
の
土
俵
の
中
で
、
住
民
が
主
体
と
な
っ
て

進
め
る
こ
と
が
、
何
よ
り
も
重
要
な
こ
と
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

(
イ
)
周
辺
地
域
の
計
画
的
整
備

　
良
好
な
居
住
水
準
確
保
の
た
め
に
は
、
地
区

に
お
け
る
将
来
人
口
の
予
測
、
土
地
利
用
の
基

本
方
針
（
地
域
の
性
格
づ
け
）
を
決
め
、
こ
れ

に
基
づ
い
て
、
次
の
点
に
配
慮
し
な
が
ら
、
計

画
的
に
街
づ
く
り
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

①
緑
と
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

②
近
隣
施
設
の
適
正
な
配
置

③
生
活
道
路
シ
ス
テ
ム
の
組
立
て

④
災
害
か
ら
の
安
全
性
の
確
保

⑤
地
域
の
特
性
の
尊
重
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